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雇用創出も「数」
から「質」の段階へ

産業観光委員会での質問

成田や関空など国内
ハブ空港との直行便を
決算特別委員会総括審査

県内大学生への
交通支援を

産業観光委員会および議会外での提案

　県内の有効求人倍率は年々改善し、ついに

昨年1.00を越えましたが、今は建設や運送な

ど一部の業界で人手不足が深刻化するなど業

種ごとのミスマッチが課題となっています。

また企業誘致は雇用人数ベースでの成果が上

がっているものの、先日訪問した誘致企業で

は、若年男子の多くが低所得のために「結婚・
出産」までは進めないという現実がありまし
た。県の誘致企業の追跡調査では所得レベル

まで情報は収集しているものでしょうか。こ

れから新規求職者も減っていくわけですか

ら、雇用創出策を「数」一辺倒ではなく所得水
準などの「質」も重視していく段階に来ている
のではないでしょうか。

　秋田ソウル直行便は、韓国人乗客が増加しているにも関わら

ず、秋田からの日本人客の不足が大きな原因となって運休にな

りました。本県は人口102万人で海外渡航率は全国最下位レベ
ル、秋田空港の立地からみて他県の利用客が期待できない以
上、特定の国の特定の都市と直行便を結んだところで必ず「日

本人乗客の不足」に直面するでしょう。一方これからますます
増加する外国人観光客は、まず東京・京都・大阪の「ゴールデン
ルート」を訪問し、2回目以降に地方都市を選択する傾向があり

ます。2020年に向けて大都市圏に外国人が増加していくことを

考えると、多くの国際便が発着する成田空港や関西国際空港な
どと秋田空港を結ぶ直行便の方が、より現実的なインバウンド
振興策だと思いますがいかがでしょうか。これは本県から海外
各国へ出向く際の太い経路にもなりますので、「日本人乗客の

不足」のリスクを局限することもできます。

　大学には県外・国外から多くの学生が集

まっていますが、彼らと話すと「公共交通の便
が悪すぎて県内を回れないので、秋田を知ら
ないまま卒業してしまうことが多い」との声

をよく聞きます。せっかく何年も秋田で過ご

す若者には、ぜひ県内を周遊してもらいフェ

イスブックなどのSNSで県外・国外に秋田の
魅力を発信してほしい。そのために少なくと
も郊外に立地する大学には、秋田駅までの直

行バス便や、休日だけでもレンタカー利用料

の助成などの交通支援をすべきではないで
しょうか。不特定多数への広告よりも、知って

いる人の生の声の方が魅力が伝わりやすいと

思います。

総括審査の報告について　  

秋田内陸線の現場を視察！

山口県周南市、
水素社会への取組を視察！

北海道東
北議員交

流会でも

秋田の代
表として

発言！

「健太を励ます会」で橋本五郎さんと対談
（2016年2月14日）

3月16日の総括審査では、『次世代の公共交通戦略について』と題して、車を運転できない高齢者の増加を受け、既存のバス網を越える次世代の公共交通戦略の検討を始める
べきである等の発言をする予定でした。しかし直前に体調を崩してしまい、中止となってしまいました･･･まことに申し訳ございません。次の機会に必ず取り上げたいと思います。

　建設場所について、大駐車場の取れる「郊外」をはじめ
様々な意見がありますが、飲食店やホテルなどへの経済波
及効果や千秋公園の静かな佇まいなどから、幅広く関係者
の意向を聞いてみると意外に「現在地建て替え」案が多数意
見となっています。そして何より、中心市街地に建設しなけ
れば建設費の大部分を占める国の補助金を受けられないと
いう財政的な理由があります。私も議員になって以来、昨年
末に大規模イベント主催者向けに独自アンケートを実施す
るなど様々な情報に接した今、現在地建て替えしか選択肢

はないのかな…と考えています。
　ただこの財政状況で200億円を投じる以上、他県から多
くのお客様を呼んで「稼げる施設」にしなければなりませ
ん。実は過去に、県民会館の旧式の舞台装置や搬出入の不便
が理由で「こんな会場にはもう来ない」と大物アーティスト
に言われてしまったことは少なくないのです。これまで秋
田で見られなかった一流の公演を実現するためにも、文化
施設を所管する産業観光委員として、実際にイベント興業
を行っている業者さんたちの生の声を届けてまいります。

　人口減少により県経済の規模はどんどん縮小中。県内需
要を吸いこむだけの商業施設ならば、3,000人と言われる
（多くは非正規の）雇用創出の裏で地元事業者の仕事が失わ
れるだけのことです。これでは長期的に秋田に富をもたら
すことにならないでしょう。一方これが本当に隣県などか
ら（高速道路で2時間以上かけても）お客様が集まり続ける
ような施設なのであれば、これは県経済の活性化に寄与す
るものとして歓迎すべきだと思います。ただしこれを認可

してしまえば秋田市の『中心市街地活性化計画』との不整合
は避けられず、国からの大きな財政支援を受けられなくな
ることは覚悟しなければなりません。手詰まり感から「起爆
剤」を求める気持ちは私にもありますが、秋田という町の
10年・20年後の姿をしっかりとイメージし、そこにこの施
設がどう位置付けられていくのかを戦略的に判断するべき
ではないでしょうか。
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３
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に
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。
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県市連携文化施設県市連携文化施設 既存ニーズを満たすだけではなく、『稼げる施設』に。

外旭川イオン計画外旭川イオン計画 「本当に他県から中長期的に誘客できるのか」で判断すべき。
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秋田県の平成28年度 当初予算　けんたの注目施策

　
今
年
２
月
、野
党
５
党
は
平
和
安
全
関

連
２
法
制
を
廃
止
す
る
法
案
を
衆
議
院

に
提
出
し
ま
し
た
。野
党
側
は
こ
れ
を
夏

の
参
院
選
な
ど
で
争
点
化
す
る
狙
い
の

よ
う
で
す
が
、そ
れ
で
は
こ
れ
ら
安
保
法

制
が
も
し
廃
止
さ
れ
た
ら
、そ
の
後
ど
う

な
る
の
か
に
つ
い
て
個
人
的
な
意
見
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
和
安
全
法
制
は
、隣
国
の
軍
事
費

の
急
激
な
増
大
や
南
シ
ナ
海
・
東
シ
ナ

海
で
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
活
動
の
活
発

化
、そ
し
て
米
国
の
相
対
的
な
存
在
感

の
低
下
を
受
け
て
提
案
・
可
決
さ
れ
た

も
の
で
す
。こ
れ
ま
で「
米
軍
は
日
本
を

守
る
が
自
衛
隊
は
米
国
を
守
ら
な
い
」

と
い
う
片
務
的
な
同
盟
関
係
で
あ
っ
た

も
の
を
、平
和
憲
法
の
下
で
最
大
限
可

能
な
範
囲
と
し
て「
我
が
国
の
存
立
が

脅
か
さ
れ
、国
民
の
生
命
、自
由
及
び
幸

福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る

明
白
な
危
険
が
あ
る
」場
合
に
限
り
、同

盟
国
へ
の
攻
撃
に
対
し
武
力
行
使
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
頃
米
国

大
統
領
選
で
は
個
性
的
な
候
補
者
が
現

れ
、私
は
日
米
安
保
の
行
方
を
本
気
で

心
配
し
始
め
て
お
り
ま
す
が
、前
号
で

も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、日
本
が
独
力

で
自
国
を
防
衛
す
る
こ
と
が
で
き
る
地

政
学
的
環
境
に
な
い
の
は
明
ら
か
で

す
。残
念
な
が
ら
、少
な
く
と
も
短
期
的

に
は
日
米
同
盟
の
他
に
わ
が
国
の
平
和

を
守
っ
て
い
く
現
実
的
な
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
で
は
こ
れ
を
廃
止
す
る
と
ど
う
な
る

の
か
。前
政
権
下
で
の「
最
低
で
も
県

外
」「
ト
ラ
ス
ト
・
ミ
ー
」な
ど
で
思
い

出
さ
れ
る
よ
う
な「
日
米
関
係
の
極
端

な
悪
化
」が
生
じ
る
の
は
確
実
で
し
ょ

う
。こ
れ
ま
で
も
オ
バ
マ
大
統
領
の
度

重
な
る
警
告
を
無
視
し
岩
礁
埋
め
立

て
、空
港
建
設
さ
ら
に
は
戦
闘
機
の
配

備
を
行
っ
て
き
た
隣
国
は
、日
米
同
盟

の
弱
体
化
を
受
け
て
ど
の
よ
う
な
手

段
に
出
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。私

は
そ
の
国
が「
日
本
は
平
和
主
義
に
回

帰
し
た
よ
う
だ
、こ
れ
で
安
心
だ
か
ら

南
洋
進
出
は
中
断
し
よ
う
、そ
し
て
話

し
合
い
で
平
和
を
実
現
し
よ
う…

」と

は
絶
対
に
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す

が
、皆
様
は
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

　「
友
愛
外
交
」を
掲
げ
て
歴
史
に
つ

き
再
三
謝
罪
し
、漁
船
衝
突
事
件
の
船

長
を「
検
察
独
自
の
判
断
」で
釈
放
し
、

米
国
と
も
距
離
を
取
り
続
け
た
前
政

権
時
代
・・・
露
大
統
領
は
国
後
島
を
訪

問
し
、韓
国
大
統
領
は
初
め
て
竹
島
に

上
陸
し
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
国
際
社

会
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。私
は

海
外
勤
務
時
代
に
は
中
国
人
の
友
人

も
い
ま
し
た
し
、中
華
料
理
も
キ
ム
チ

も
大
好
き
な
の
で
、最
近
の
偏
狭
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
は
少
し
心

苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、本
気
で

国
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
や
は
り

冷
徹
な
現
状
認
識
は
不
可
欠
だ
と

考
え
ま
す
。こ
の
国
の
将
来
に
全
責
任

を
負
う
与
党
だ
か
ら
こ
そ
、わ
れ
わ
れ

自
民
党
は
国
民
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、丁
寧
に
政
策
を
遂
行
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
肝
に
銘

じ
て
頑
張
り
ま
す
。

　長女が中学校に入学し、とうとう
中・小・幼の３教育機関でPTAをやる
ことになりました…私は相変わらず
多忙なのでますます妻には頭が上が
りません(^^;)それでも空いた時間は
子どもたちとたくさん遊び、何とか家
庭内での支持率を維持しています。

【プロフィール】 昭和50年生まれ 神戸市出身  京都大
学法学部卒業後、陸上自衛隊に幹部候補生として入
隊。  イラク、東ティモールPKO派遣。  平成18年退職、
秋田へ移住。 平成19年司法書士試験合格、現在司法書
士法人岡田事務所共同代表。
【主な役職】 ◎広面小学校 PTA副会長 ◎広面地区体協 
理事 ◎広面商工振興会 事務局次長 ◎秋田県防衛協
会 事務局長 ◎秋田県司法書士会 理事 ◎自民党秋田
県連 青年部長　　

鈴木けんた Profi le 最近の私的な日々

2月議会で、当初予算が審議可決されました

　予算総額は6,005億2,500万円で前年度比9億円(0.2％)の減となっています。ち
なみに県税収入はH24年度の789億円(決算)から4年連続で増加しH27年度の見込
みでは902億円となっています。
　なかなか秋田では景気回復の実感がありませんが、県内にも好業績の企業が出て
きている表れでしょう。

市立体育館をハピネッツアリーナに改修！

　ハピネッツの新リーグ一部参入の条件である
「5,000人以上収容のホームアリーナ」を満たすた
め、当面の間は新築ではなく秋田市立体育館(現在
2,468席)に移動式仮設席を設置することといたし
ました。その総事業費3.6億円のうち、県の当初予
算で1.8億円を支出します。

子どもの保育料助成を強化！　

秋田未来創生奨学基金造成事業

　H29年4月以降に県内就職する新卒者等に対し、
奨学金返還金を助成します。補助率は一般枠で2／
3（年間最大13.3万円×最大3年分）、創生枠として
指定職種に就職した場合は補助率10／10（年間最
大20万円×最大3年分）となります。

　子育て世代のみなさん、子どものいるにぎやかなくらし
はお金に代えられるものではありません。先の見えない時
代だからこそ、最も強い絆で結ばれる「家族」を増やした方
が将来心強いのではないでしょうか。平成28年度、秋田県
も秋田市も財政的に可能な限りの（本当に全国に例を見
ないほどの）子育て経済的支援を打ち出しました。
　たしかに目の前の子育ては肉体的、経済的に大変
ですが、必ず「あのとき頑張って本当によかっ
た！」と思う日がやってきます。　

新たに第３子が生まれた場合、第２子以
降の保育料を全額助成  ※所得制限あり

　→これを受けて・・・

第１子が小学６年生以下なら、第３子が
いなくても第２子の保育料を全額助成

県施策

秋田市
施策

どんな小さな集まりでも結構です。県政に望
むこと、聞きたいこと・・・皆様の生の声を伺
いに“鈴木けんた”が参ります。
018-883-0605 （けんた事務所）まで

集会に呼んでください！☎

　本紙の配付について　  予算の都合上、個別発送でなくポスティ
ングとさせていただきましたことをご了承ください。

人件費 23.5％
（▲0.8％）

公債費
17.0％
（0.8％）

公共事業
12.2％
（0.6％）

補助事業
6.7％
（0.5％）

単独事業
3.3％（0.0％）

国庫支出金 10.8％（6.0％）

繰入金
4.5％（14.9％）

諸収入
14.4％（▲7.3％）

県債
11.4％（▲7.7％）

一般会計債等
7.1％（▲5.6％）

臨時財政対策債
4.3％（▲11.0％）

その他
1.6％（4.7％）

安
保
関
連
法
制

廃
止
で

喜
ぶ
の
は
誰
か

秋田県一般会計当初予算の構成 凡例：数字は構成比（27年度比）

K’s column

平成16年 東ティモール

6,005億
2,500万円

歳出歳入
6,005億
2,500万円

災害復旧事業 0.8％（5.8％）
国直轄事業負担金 
1.4％（▲0.4％）

その他
投資的経費
4.0％（▲5.0％）

社会保障
関係経費
11.9％
（4.6％）

一般行政経費
31.4％（▲1.5％）

地方交付税
32.5％（0.1％）

地方譲与税
2.9％

（▲11.1％）

地方消費税
清算金

6.7％（9.3％）

県税
15.2％（2.8％）

うち財政２基金
からの繰入
1.5％（32.4％）


